























重な図版 ── これだけでも学界にたいする大きな貢献となるに違いない ── を完成してく
ださった。上條さんは、英文での掲載を強く希望されたが、上述の理由で、かつ日本語で報
告されたもののプロトコルという性質上、編集方針に従って日本語の原稿を収録することで
了承していただいた。なおこの記録集の公刊が遅れている間にご労作『ベギン運動の展開と
ベギンホフの形成』（刀水書房 2002 年）が上梓されたので興味をお持ちの方は是非参照して
いただきたい。
討論の部分は、録音テープを基に早川さんに纏めてもらった概要である。限られた時間で
なんらかの結論が得られたわけではないが、コメンテイターの要望、参加者からの質疑にた
いする報告者の応答や報告者相互の質疑応答を通して多くの点が明らかになり、企画した私
たちにも刺激的な知見を与えてくれたと思う。報告者、コメンテイター、そして遠くは九州
からも含む全参加者の皆さまに改めてお礼を申しあげるとともにこのプロトコルが比較史研
究のひとつの問題提起となることを願っている。
最後にシンポジウムの準備、運営を支え、プロトコル作成を援けてくれた研究所のスタッ
フ、助手諸君への感謝を記すことをお許し願いたい。
（魚住昌良）
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